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論文審査結果の要旨 

 

脂質の液体中の分子の動的構造、集合体構造は生体膜の流動性や機能に関与し、

また、産業界においても製品の開発、生産性の向上においても重要である。また、

最終的には固体の構造や種々物性に影響を与える。しかし、結晶構造と異なり液

体構造は一つの測定手段のみで解明することは困難で、種々測定手段から得られ

た結果を組み合わせることで初めてその全容が明らかになる。したがってその重

要性にも関わらず、測定と解析の困難さのために脂質の液体構造は、これまでほ

とんど研究されてこなかった。 

山本君は、脂質として脂肪酸を選び、特に半フッ素化した脂肪酸(SF 脂肪酸)と

全フッ化した脂肪酸(PF 脂肪酸)の分子挙動や物性を対応する通常の脂肪酸と比較

し、融液中および溶媒中の脂肪酸の分子挙動と物性に対するフッ素含有の効果を

調べることを目的に、1H NMR chemical shift, IR, ラマン散乱、DSCによる熱分

析、NMR による自己拡散係数、スピン-格子緩和（T1）測定を行い、さらに密度

汎関数計算や分子動力学計算を組み合わせることで、通常の脂肪酸と SF 脂肪酸、

PF脂肪酸の分子の動的構造、集合体構造、水素結合性の違いを明らかにした。脂

肪酸の融液中や溶媒中の動的分子構造や物性に対する SFないしPFフッ素化の効

果を明らかにした同君の研究は、これからの脂質の液体構造と物性の基盤的研究、

さらには産業界での応用発展に寄与するものと考えられます。 

 以上により、山本俊君は本学大学院理学研究科の博士学位論文として相応しい

内容であると考えます。 

 


